
☆矢口犀のカタシーリリニトイ乍成される

カタツムリは、森林植生．土塊等の環境条件を示すものとして注目すべき指標生物で古

知床のカタツムリについては．湊宏氏など本州の研究者が旅行中に採取した１０科ｌＯ
ｉ⑭01報告されていました．知床森林センターでは．森林;Ｂｉ査を行った際に採取・砿翌した
カタツムリと既往の報告を合わせてリストを作成しました。

今回の当センターの調査で．ケシガイ科Ｉ樫、アツクチキバサナギガイ`(仮称）等キバ
サナギガイ科２楓．ミジンマイマイ科．ナタネガイ科各１ｍ

オオコウラナメクジ科２組、エゾキピ、オオタキキピ等ベプ

コウマイマイ科４$､､コウラナメクジ科、オナジマイマイ科

各１極の８科１３祖が新たに確認されました．

このうち．アックチキバサナギガイ（仮称）とオオコウラ

ナメクジ科のｌ楓は．日本初記録と考えられます．

これによって、知床では合計１５科２３極のカタツムリが

確認されたこと↓cなります．鄭知床は「今」： [ｱﾌｸﾁｷﾊﾞｻﾅｷｶﾞｲ(鰯)１

日本で最も遅い春が今．知床を訪れています．i瀞kを渡る冷たい北風に半年RHniIえ抜い

た知床の植物たちは、待ちかねた春に競い合って芽を吹き、冬色だった知床の山肌を萠薗

色に化粧していきます．キタコプシの白．エゾヤマザクラの淡いピンク．そしてエゾエン

ゴサクの紫．決して派手ではありませんが．白一色からの変貌腱はビックリの色彩です．

動物たちも同じです．キタキツネ．エゾシカもⅢたい冬毛から夏毛に衣替えし、軽快に
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り－つレシトイ乍ノ芯乞露新緑の草原を飛び跳ねています．ただ咋匂歌．

観光客に愛嫡を振り段いていた子キツネたちは

何匹との厳しい知床の冬を乗り越えたのかが気

lfhbhりです．知床の林道沿いで餌をねだる子キ

ツネの人恋しさにＭＣＩた振舞は．訪れる観光客

が子キツネにとって春の便者のようにも感じら

れます．醐勿も極11'も短い知床の春を．思う存

分満喫しながら再び数ケ月後にくる過酷な冬を

生き抜くため，もうエネルギーの貯えに入って

いくのです．厳しいが故に美しい知床で生きて

いく動植物の縮図も見られる知床の春です．

知床森林センターが管理している国設知床野営期の案内ガイドは．作成してからＩＣ数
年が経過し、印刷技術の向上によるカラフルな広告物が出廻る現在では．遅れをとったも
のとなっていました．知床森林センター設湿３年目を迎え今回．これまで知床のフィール

ドを駆け巡り撮った写真の数々・トレッキング経験などを盛り込み訪問者の立場にたった
当センター独自の案内ガイドを作成しました．

案内ガイドはＢ４判２枚の大きさで、９つ折りにした携帯便利なボケットサイズとし広
げると表面には．国有林の紹介．野営場の概要．知床連山の登山ガイド及び．半島に生息
・生育する代表的な､力植物の紹介などを．また3輌艇は知床を代表する樹木及び．観光施
設．景勝地をイラストで紹介し、この案内ガイドを手

にしただけで「居ながらにして．知床のフィールド気

分を味わえる」をポイントとして作成しています．

この案内ガイドは３千部作製し、ＨＨ光協会．ＪＲ斜

里駅など旅人の目のふれやすい鍋に固くとともに、各

新EII社．アウトドア雑誌各社にも送付するなどして．

国有林のＰＲの他、野営場の利用を呼びかけています．

このよう腱積極的なＰＲの甲斐あってか．連<神奈川．

埼玉県の方々から「家族旅行で利用したい」などの問

い合わせもあり．野営231の委託先である斜里町振興公

社にも．例年にない予約申し込みが髄ﾘしています．
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騨野営墹にクマ一身込一づくり3t台ｓわる

醗腱野営場内で、昨年ｸﾏｹﾞﾗｶｶﾞ雛を育てたことは新聞．テ
レビで報じられたところです．果たして今年は？..と案じて

ましたが．５月上旬同巣で青雛する夫婦を確認しました.シー
ズンオフの静まりかえった野営期の片隅で．仲良く卵を温めて

おりキャンパーが訪れる６月中旬には．初フライトに挑戦する

クマゲラの雛の姿が見られることでしょう．
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